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研究内容
異種間キメラ動物による臓器形成モデル
　マウスとラットの受精胚を集合させて１つにした異種間キメラ動物の作
出は、1970年代から試みられていましたが、長い間、成功に至っていま
せんでした。しかし、胎盤に寄与することのないES/iPS細胞を用いるこ
とによって、マウスとラットの異種間キメラ動物を誕生させることができま
した。この方法で、胸腺のないヌードマウスの胚盤胞とラットのES細胞の
組合せにすると、胸腺がラットの細胞で構築される異種間キメラが誕生す
ることが分かりました。つまり、異種間キメラを用いて、ES細胞やiPS細
胞から、複雑な3次元構造を持つ臓器を作ることができることが分かりま
した（ref. ③）。
　このように、異種間キメラの体内で臓器・組織、細胞が作られるかどうか、
また、それらが正しく働いているかを明らかにすることは、臓器移植といっ
た再生医療の発展において、重要な課題の一つです。私たちは、異種間キ
メラ動物を用いて、様々な臓器形成モデルの確立を試み、臓器・組織、細
胞が正常に機能するために必要な要因を明らかにしていきます。

新規動物モデル
　近年、次世代遺伝子改変技術として注目されているゲノム編集技術

（CRISPR/Casシステムなど）を用いれば、簡単に遺伝子破壊動物を作製できるようになりました。この技術をES細胞（または、iPS
細胞）と組み合わせば、より複雑な遺伝子改変を行えるようになります。
　また、マウスの胚にラットのES細胞を注入した異種間キメラの精巣内には、マウスだけでなく、ラットの精子もできます。このラッ
ト精子はラットの卵子と受精させると、次世代が誕生することが分かっており、この系を介して遺伝子組換えラットの作出にも成功し
ました（ref.①, ②）。
　このような、ゲノム編集技術と異種間キメラ動物の技術を組み合わせ、ヒトの疾患モデル動物だけでなく、遺伝子工学・細胞工学・
生殖工学を駆使して生命科学研究のブレイク・スルーに繋がるような新たな動物モデルの開発を目指します。
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キメラ動物を使って『最先端』を一緒に創りましょう！

研究を始めるのに必要な知識・能力
　さまざまな生命科学技術を駆使して研究を行っていますので、一般的な生命科学の基礎知識が必要になります。さらに、哺乳類の受
精、個体発生の知識があると、より研究に取組みやすいです。

研究室の指導方針
　修士課程の2年間は、プレ社会人として、規則正しいメリハリのある生活を身につけてもらいます。実験に関しては、教わった事を学
生自身で再現できるように、しっかりと疑問点・問題点を克服し、週1回のラボセミナーで、進捗の報告とともに、トラブルシューティン
グについても話し合います。就職活動もメリハリをつけて、計画的に行うように努めてもらいます。博士課程進学の学生には、研究の立案・
計画・実行ができるように指導し、国際ジャーナルへ筆頭著者としての論文報告を目標としてもらいます。

この研究で身につく能力
　私たちの研究室では、遺伝子操作、細胞培養、動物実験、組織学的解析の技術が身につきます。

遺伝子操作：PCR、プラスミド、大腸菌を使って、DNAを切り貼りし、遺伝子発現ベクターや、ゲノム相同組み換えターゲティング
ベクター、ゲノム編集ベクターの構築など。
細胞培養：ES細胞やiPS細胞といった多能性幹細胞などの樹立・培養。樹立した培養細胞への遺伝子導入。
動物実験：遺伝子改変したマウスやラットの取扱、解剖、移植実験。
組織学的解析：解剖した動物の臓器を用いて切片作製、抗体染色、顕微鏡観察。

　これら以外にも、研究の進捗によって、受精胚操作、キメラ動物・遺伝子改変動物の作製や、DNA、RNA、タンパク質の解析技術
も学んでもらいます。

修了生の活躍の場
　修了生はまだいませんが、第一期生は、研究機器開発、製薬、臨床検査業の会社に就職が内定しました。

図　異種間キメラ動物の技術で作ったラット胸腺の働き
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